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1･ ZrTe5の巨大抵抗異常









































磁場法により磁化を求める方法を開発し,それを用いて測定した ｡ このピス トンシリンダーを,
従来当研究室で用いられてきた極低温高圧用クライオスタット内に入れ,一定圧力の下で4.2
Kから室温付近までの磁化の温度変化を求めた｡これらの実験の結果,インバー合金Fe65Ni35,
･Fe70Ni30,Fe72Pt28 の磁化の圧力効果に関して,次の様な結果が得られたo 即ち,-Fe-Ni
インバーでは低温からの室温まで磁化の圧力効果がほぼ同程度に大きいのに対し, Fーe-Ptイ
ンバーでは低温では,純鉄と比較しうる程小さいのに室温付近で急激に大きくなった｡これら
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